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◆7.27足立シニアアンサンブル第11回定期演奏会  
　　                                     全シ連　岡村斉能 
 
　当団は今年で創立22年目となり、定演も今回で11回目を迎え
る。ところが当日は台風18号通過の前日で大雨。入場者は半減し
て約300名となった。 
　無料の演奏会は当日の風の吹き廻しに出足が左右されるからや
むを得ない。しかし舞台上はこれらの憂さを吹き飛ばすような軽
快な演奏で好感が持てた。団員の表情に余裕がみられるのは年輪
のせいだろうか。 

第1部では「皇帝円舞曲」などクラシックに疎い人でもよく知っ
ている曲ばかり4曲。楽しく聴けた。第2部は派手な衣装に着替
え、曲によってステージ上にアニメを貼ったボードを立てたり、
花びらをまいたりして工夫こらした演出。曲は映画音楽、タンゴ、
ポップスなど、こちらも楽しい曲のオンパレード。創立以来22年
間も在籍の村上先生もスイングの難曲3曲をいきいきと演奏して
若々しく見えた。 
　最後に提案を一つ。曲ごとの解説をもっとふやす方がよいので
はと思えた。当団は全シ連の発足以来、その運営に多大なご協力
を頂いた。これからも末永くご協力を仰ぎたい。 
 

◆9.15アンサンブルシーガル横浜15周年記念 
(第6回)定期演奏会報告　        副代表　龍山英子 
9月15日に15周年記念(第6回)演奏会を横浜杉田劇場で行いま
した。天候にも恵まれ、300名余り入るホールもほぼ満席のお
客様で、演奏にも拍車がかかりました。 
　プログラムは1部「映画音楽セレクション」2部「日本の曲」
3部「懐かしのメロディー」と3部構成にしました。中でもグルー
プサウンズコレクション、ビートルズメドレーなどは、演奏を
する私達も楽しく、聴いて下さるお客様にも楽しんで頂けたと
思いました。又アニメ，童謡、演歌、民謡など幅広いメドレー
を演奏しました。2部では「花は咲く」「いつでも夢を」をお
客様に一緒に歌って頂きました。この歌も3部の終わりに持っ
て行くより2部に持って行った方が良かったように思いました。

終了後のアンケートの結果、聴きに来て下さった年代は60歳代
～70歳代の方がやはり圧倒的に多く、選曲が良かったという
多くの方のご意見を頂きました。 
　どのようにして演奏会をお知りになりましたか？という問い
には、やはり圧倒的にメンバーからの案内が多かったですが、
その他ホームページ、チラシ、イベント情報、新聞社2社、他
タウンニュース、横浜アートナビ会場イベント案内の情報を見
ていらした方が多かったように思います。この事は2年前の定
期演奏会の時とはかなり違うように思いました。 
　コンサートが終わっての感想は、独自のコンサートをすると
いう事は色々と大変な事が多かったですが、会員が一致団結し、
音楽の楽しさ、アンサンブルの楽しさを皆で感じる事が出来た
有意義なコンサートだったと思います。これからは演奏する私
達全員が気持よく、楽しく、会員の輪を大切に、又聴いて下さ
るお客様にも喜んで頂けるような、魅力的な演奏力を身につけ
ていきたいと思っています。

◆9.21四街道”クローバー”第4回演奏会 
　　　　　　　成田SE青空代表  佐々木景子 
　爽やかな秋晴れに相応しく、オープニングでは、昭和の
ヒット曲「青い山脈」が成島先生の指揮により、明るく高ら
かに演奏されました。良い音楽はいつの時代にも愛されるも
のですね。 

　男性は白の上衣、女性はクローバー色のグリーンのドレス。
楽器を持ち整列された姿は凛然とし清潔感がありました。プ
ログラムはクラシックを始めとし、タンゴ、ポップスそして
皆で歌うまで全て皆さんが懐かしい楽曲で纏めていたことは、
成功でした。 
　この日のお客様は450名でした。皆様がご満足されました
証として、受付で立っておりました私に、お帰りの際に「楽
しかったです。ありがとう。また来年もよろしくお願いしま
す」とにこやかに声をかけて下さったお客様もあり、誇らし
い気分になりました。 
　平成26年9月21日は忘れられない日となる気がします。 

 

◆演奏と演出で観客を魅了！ 
　～9.27船橋シニアアンサンブル定期演奏会～   
　　　　　　市川シニアアンサンブル代表  柴田 守 
　船橋シニアアンサンブルの第2回定期演奏会は9月27日(土)、
船橋市市民文化ホールで開催されました。 

13時の開場前から行列ができ、1,000名収容の会場は2階席ま
でいっぱいに。「聖者の行進」の軽快なリズムでオープニング。
第1部は「世界の愛の歌と情熱のタンゴ」で6曲。第2部は「ク
ラシック名曲シリーズ」で3曲と続き休憩。 
　第3部の「詩情あふれる日本のメロディー」では語りと演奏を
一体化したおしゃれな演出を披露。第4部の「華麗なる映画音
楽の世界」では第1回定演でも大好評だったなつかしいスクリー
ンミュージック13曲のメドレーを指揮者の脇田先生の編曲で熱
演しました。アンコールには映画音楽の「慕情」も演奏し、最
後はディズニーの「星に願いを」で会場と一体になった合唱奏
でしめくくりました。 
　演奏と演出を楽しんだあっという間の2時間半のステージ
で、お客様は満足した表情で帰路についていました。
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